
Title 北海道オホーツク海沿岸沖における海況変動の研究　Ⅱ

Author(s) 青田, 昌秋; AOTA, Masaaki

Citation 低温科學. 物理篇, 28, 261-279

Issue Date 1971-03-25

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/18157

Type departmental bulletin paper

File Information 28_p261-279.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



Masaaki AOTA 1970 Study of the Variation of Oceanographic Condition North-East 0丘

Hokkaido in the Sea of Okhotsk. 11. Low TemlりeratureScience， Ser.， A， 28. (With 
English Summary p. 279) 

北海道オホーツク海沿岸沖における

海況変動の研究 11*'村

青田昌秋

(低温科学研究所)

(昭和 45年 9月受理〉

I.まえがき

これまで，特に，宗谷暖流に留意、した，北海道オホーツク海沿岸海域での連続海洋観測は

少なし宗谷暖流域の詳細な海況の季節変動は明らかでなかった。

低温科学研究所附属流氷研究施設では， 昭和41年以来， 特に宗谷暖流の消長を明らかに

するため，紋別港沖合の横断観測及び紋別港内での毎日 1回の沿岸観測を実施してきた。

昭和41年-42年の観測域は，主に距岸5-6浬の極めて沿岸近くの海域にかぎられていた

ため，昭和43年からは，観測線を拡張して，紋別港北東距岸30-40浬まで観測し，また，昭

和44年は，枝幸沖北東方向の観測を加えた。観測も融氷期 (3月)，宗谷暖流最盛期 (8月)，お

よび，秋から冬にかけての沿岸表面水の交代期を選んで重点的に実施した。

昭和42年12月までの観測によって，流氷到来直前の 12月下旬，および，流氷退去直後

の4月上旬においても， 沖合 10-15浬の下層に宗谷暖流と同質の水塊が認められた。 このこ

とから， 従来， 宗谷暖流は 9月初め頃が最盛期であり， 冬には消滅するらしいと考えられて

来たが，流氷期間中にも，潜流あるいは残存水塊として存続している可能性のあることを指摘

した1)。

ここでは，昭和43年， 44年の観測に基づいて，第1報に引き続き，宗谷暖流域の海況変

動，特に，宗谷暖流の消長について報告する。

II. 観測概要

観測は主として， 第一管区海上保安本部・紋別海上保安部の巡視船“そらちぺ網走海上

保安署の巡視船“てんりゅう"で行なった。

観測点は昭和43年は，紋別港から海岸線にほぼ直角な北東方向，距岸30浬までの各5浬

毎の点，昭和44年は，さらに，枝幸港北東方向，距岸30-40浬までの各5浬毎の点である。

観測域を第1図に示す。この海域はすべて大陸棚上にあって水深は極めて浅く，紋別沖合 15浬

点で110m， 30浬点でも 160m，また，枝幸沖 15浬点では 120m， 30浬点で 140mにすぎず，
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観測は表層から海底までを 10-20m ごとの

深さで行なった。

観測項目はi水温及び塩素量である。昭

和 43年は， 主として鵠見精機工作所製現場
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用STDを用い， 43年 11月以後はナンセン採

水器を用いた。なお，昭和43年5月30日-6

月3日の間，東大海洋研究所の観測船“淡青

丸"によって，稚内から知床半島にいたる岸

から 40-50浬沖合までの海域で，水温，塩素

量の測定を行なった。 また， 昭和45年 1月

稚内海上保安部の巡視船

“ほろない"によって宗谷海峡南部4点で採水

21日-23日には，
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観測l海域第1図

調Ij{昆を実施した。

。
C 結果

1) 北海道オホーツク海沿岸海域の水塊

昭和43年4月-44年 12月に筆者が行
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北海道オホーツク海沿岸海域の水塊分激

(A) 宗谷暖流系水塊

(B) 中冷水

(C) 表層低塩分水

17.00 

第2図

なった紋別及び校卒港沖合距岸 40浬までの

すべての測点における観測値を，全期間にわ

たって，水温一塩素量図(第2図)に示す。

現在までに行なわれたオホーツク海の海

洋学的研究によると2)4)， オホーツク海で

は，塩素量 18.8%。以上の水は数百 m 以深の

中，深層部あるいは宗谷暖流域にしか存在し

ない。宗谷暖流は北海道オホーツク海沿岸に

沿って南東に流れるに従って，沖合の低塩分

水及び沿岸水と混合するため塩素量は低下す

る。これらのことから，第2図の (A)に示す

ように， 塩素量 18.6%。以上の水を宗谷暖流

系水塊とみなすことができる。 (B)は冬期の

対流によって生じる中冷水である。ほほ距岸

201型以遠の水深 40-70m 層を中心に存在

し，春期，夏期のその水温はー1.5-00C，塩

素量は 18.0-18.4%。で安定しているが，秋JtJJ

以後は衰退し，水温も 0-20Cと昇温し，晩

秋以後は表層水と混合し消滅してしまう。(c)

は表層にみられる低塩分水で，夏には距岸20
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i里以遠の表層附近に存在して水温は 140C以上になる。 10月下旬以後，この低塩分水は沿岸域

に接近し，水温の低下とともに厚さが増大していき， 11月中旬以後は宗谷暖流水 (A)はこの

沿岸の表層から消滅し(c)の低塩分水と交代する。

以七この沿岸海域の水塊を九つに分類したが，これらは互いに接しており，宗谷暖流系

水塊，沖合中冷水及び表層低塩分水の境界には，それらの混合水域がみられるのは言うまでも

オホーツク海治岸沖の海況変動

ない。

1)の水塊分類、で述べたように，塩素

量 18.6~旬以上の水を宗谷暖流系水塊と

みなし暖流の消長に注目して，海況の

季節的変動を追ってみる。

2) 昭和43年の結果

4月10日(第3図)

流水野は 3月上旬には，紋別沖 10浬

から網走沿岸にかけて存在し 3月下旬

に紋別沖30浬以遠へ後退した。

表層水温は距岸 111里までは 2
0
C以上，距岸15浬以遠では 1-2

0
Cに昇温している。

15浬以遠の中層以深は，水温←lOC以下，塩素量 18.2-18.4%0の中冷水塊によって占められて

いるが，沿岸から距岸20浬までの 50m 層以深には，水温 20C 以上，塩素量 18.6-18.8~いとい

う周囲の水塊よりはるかに高温，高塩分の水塊が存在している。すでに報告したように，

水塊は塩素量から考えると明らかに宗谷暖流系水塊である。

流氷期直後の距岸6-10浬附近の海底に，宗谷暖流系水が存在することは，昭和 41，42年

距岸

この
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紋J.jIJ港沖水温・塩素量鉛直断面図

(43年4月 10日)

第3図
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の観測でも認められ，また，

るように，翌44年の春の観測でも認めら

れる。このことから，宗谷暖流系水は流

氷期直後に距岸6-15浬附近の海底に存

在していると言うことができる。なお，

距岸10，15 ~.里点の垂直安定度は正でかな

り大きし宗谷暖流系水は極めて安定し

のちに述べ

ている。

5月2日(第4図)

4月10日の観測で沿岸は低塩分の冷

水でおおわれていたが， 5月2日にはすでに 5浬まで、の表面は宗谷暖流系水でつおおわれており，

前の観測以後，僅か20日間のあいだにその勢力が著しく拡大した。

5月31El ~6 月 6 日(第 5 図，第 6 図)

第5図，第6図は5月31日-6月6日，東大海洋研究所の淡育大によって行なった稚内か

ら知床半島にいたる沿岸から 40-50浬までの観測結果の一部である。 第 5図は表層の水温水

平分布図，第6図は紋別沖北東距岸40浬，及び常日沖北東距岸40浬までの水温，塩素量鉛直

紋別港沖水温・塩素量鉛直断雨図

(43年 5月 2日)

第4図



断面図である。

宗谷暖流は第5悶からわかる

ように，宗谷11}中沖合から紋別沖に

かけて，沿岸沿いに表面で帯状に

連なっている。その幅は宗谷沖で

は 17浬で紋別沖へと南下するに

つれて次第にせばまっており，常

目沖の表面には宗谷暖流は認めら

れない。第6図 (a)に示したよう

に，紋別沖の宗谷暖流の勢力は5

月2日のそれとあまり変っていな

秋円
日田

手も

" ， 、'-9'
令
日，、、ρ'

¥ー〆/

ぉ~TOIWRO 

'"ぎ同

¥♂ 
、う

BET£ 

264 

Om  DEPTH 

い。 僅か 30浬しかはなれていな

い常呂沖では，第 6図 (b)のよう

に，宗谷暖流は表面にはみられず70m以深の海底附近にみられるのみである。紋別沖では第

3図，第4図のように， 4月 10日と 5月2日のあいだに大量の暖流の補給があり，それが5月

末まで継続している。暖流の水量の連続

性から宗谷暖流は紋別一常呂の聞で下層

へ沈降し， 200m以深に拡がっていると

しか考えられない。 5月2日には紋別沖

距岸 10浬までは塩素量 18.6%。以上の高

塩分水で占められていたが，今回は塩素

量 18.2-18.4%。と低下している。これは

4月以後の融雪による陸水の流入量の

増加によるものであり，沿岸における塩

素量の連続観測にも顕著にあらわれて

北海道オホーツク海治岸沖表層水温水平分布図

(昭和43年 5月 31日-6月 6日)

第5図
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沿岸水の観測結果

筆者は紋別港内一定位置で，毎日沿

岸水の水温・塩素量の測定を行なってき

た。沿岸の表面水は陸水，降水， 日射，

気温の影響を受けやすし沿岸水の性質

がそのまま沖合海況の微少な変動にも直

ちに対応すると云えないのは言うまでも TOKORO 

紋別f中北東及び常呂J中北東水f鼠・
塩素量鉛直断面図(昭和43年 5月

31日-6月 6日)

第6図

ないが，流氷退去後の宗谷暖流の勢力回

復，融雪による陸水の流入の増大による

暖流系水塊の変質，秋の東カラフト海流

系水塊の表層における水塊交代などの海
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況の大きな変動の支配は受ける筈である。第7図に昭和43，44年の沿岸水の観測結果を示す。

昭和43年，沿岸から流氷が去った 3月中旬は水温は0-2
0C，塩素量は 18.2-18.4%。であ

る。その後，水温は上昇して 5月中旬にはlO
D

Cになっている。塩素量は 4月中ははげしく変

動しながらも 5月中旬には 18.4-18.6%。に達している。この期間の沿岸水の塩素量は，第1報

で示した昭和42年 12月下旬の塩素量 (17.5-17.7%0)と比較してかなり高塩分である。これは

明らかに宗谷暖流の影響がすでに沿岸の表層水にあらわれていることを示している。 なお，

4月中の塩素量の大きな変動は，気温の上昇による流氷の融解及び陸水によるものとおもわれ

る。 5月下旬以後6月上旬まで水温， 塩素量の増加は停止し， 塩素量は 17.5怖に低下してい

る。これは融雪によって陸水の流入量が増大したためて、ある。このことは，この沿岸附近の河

川の流量が5月-6月に最大となることからも明らかである。 6月中旬以後，水温，塩素量は上

昇し，塩素量は6月下旬から 10月上旬までは 18.6-18.85らである。水温は8月上旬には 20
D

C

にも達しており，冬期の結氷温度から盛夏の 20
DC~.こ達するオホーツク海の海況の変化の大き

さを示している。 10月下旬以後，水温，塩素量は低下して， 11月16日頃に塩素量の急激な降

下があり， その後起伏を示しながらも平均的には低下しながら結氷期に向っている。 11月16

日頃の塩素量の急激な降下は，前報で、述べたように，宗谷暖流水がこの沿岸の表層から姿を消



秋

し，代って低温，低塩分の東カラフト海流水が接岸したことを示している。

昭和44年も同様に，流氷の退去後から 5月下旬にはすでに塩素量は前年12月下旬よりは

るかに高塩分となって，宗谷暖流の

影響を示している。 6 月中旬~6 月

下旬には陸水の流入量の増大によっ

て塩素量が低下し，その後，水温，

塩素量は増大し 7 月 ~8 月の暖流

の最盛期に至っている。なお， 44年

の塩素量の急降下は前年の 11月 16

日より晩く 11月25日頃に起って
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いる。

7月5日(第8図)

表層水温は距岸 30浬以遠まで

全域 120C以上となり，宗谷暖流域は表層で距岸 16~里， 50m層で距岸20浬，中層以深から底

層では距岸 30 浬に達し，暖流域断面積は最大となっている。前回 5 月 31 日 ~6 月 6 日の観測

では，沿岸近くは融雪による陸水の

流入で塩素量は 18.2~18.4%0に低下し

ていたが， 7月5日には18.7%。と上昇

し，さきに示した沿岸水の塩素量の変

化(第7図)でも年聞を通じてほぼ最

高となっている。

8月羽田(第9図)

表層の水温は，宗谷暖流域で 180C以

上と年聞を通じて最高を示し，沖合で

も140C以上に昇温している。 暖流域

はほとんど塩素量18.8%。以上となり，

7月より暖流としての勢力が強くなったことを示している。距岸20浬以遠の中冷水は昇温し，

水温-lOC以下の部分は縮小してい

る。 8月が宗谷暖流の最盛期である。

9月17日(第 10図)

暖流は表層から降温しはじめ水温

160C となり，表層で距岸 ll~12 浬，

50m 層で 20 浬， 100m 層以深で 22~

23浬と勢力は衰退しはじめている。ま

た沖合 40m以深の中冷水は昇温し，

中冷水固有の性質を弱めている。一方

距岸20浬の表層には， 8月までにみら

DJSTANCE (N.MJLES) 
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紋別港i中水混・塩素量鉛直断面図
(43年 8月 18日)

紋別港沖水温・塩素量鉛直断面図

(43年 9月 17日)

紋別港沖水温・ 5霊素量鉛直断而図
(43年 7月5日)

第10図

第9図

第8図
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れなかった塩素量 17.8%0の低塩分水塊があらわれているのが注目される。これまで沖合にみら

れる塩素量18.0%。以下の低塩分水塊は距岸20浬で20m， 30浬で60mとその厚さを著しく増

オホーツク海沿岸沖の海況変動

員互主主主文下一一一一1;二こと:'~-二­

JJ苛

してきた。

これまでの研究によるとの， 宗谷暖流の沖合には，塩素量17.3-17.8持の低塩分の表層水

が存在することが知られている。 しかもこの水は 5月-6月までは極めてまれにしか見出さ

れず 8月から 11月にかけてその範囲を広げ，かつ，その厚さを;増してし、く。 この低塩分表

層水の由来についてはよく知られていないが 8月以後に顕著になることから北海道附近の流

氷の融解に原因しているものではなく，別の起源をもっ水塊と考えられている。渡辺5)は，こ

の水塊のかなりの部分がオホーツク海北西部の沿岸水に由来する，いわゆる東カラフト海流系

水塊ではないかと述べている。沿岸海域のみの観測資料から，この低塩分水塊の起源について

論ずることはできないが， 8月中旬以後に塩素量 17.8%。以下の低塩分水塊のこの海域への移流

が，何らかの原因で増大してきたこと

は確かである。

10月23日(第 11図)

宗谷暖流域は急激にせばまり，表

面ではほぼ 5浬， 50m層で 13浬，

100m層で 17浬である。 50m層以浅

は水温5-80C，塩素量 180仙の東カラ

フト海流系水塊が距岸 10浬まで達し，

宗谷暖流を圧迫している。

11月16日(第 12図)

50m層以浅の表層は，沿岸から距

岸30浬まで，水温60C，塩素量17.8-18.0%。の東カラフト海流系水塊でおおわれ，宗谷暖流は

沿岸から完全に姿を消し去っている。宗谷暖流は距岸23浬の 70m層以深で中冷水と接し，ま

た，表層水と極めて顕著な潮境を形成

している。なお，中冷水は著しく昇温

し20Cとなり，その性質は極めて弱化
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紋別港沖水温・塩素量鉛直断面図

(43年 10月 23日)

第11図
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している。

10月 23日の暖琉領域(塩素量

18.6%。以上の海域)と 11月16日のそ

れを比較すると，急激な宗谷暖流の衰

退期にもかかわらず 10月23日に較

べて 11月16日の暖流域断面積が明ら

かに増大している。この暖流域断面積

の変動は対馬暖流の北t勢力，宗谷海

峡からの流入量に関係していることはいうまでもない。衰退期の宗谷暖流の勢力が一時的に増

のちに述べるようにこの現象は翌年の枝

紋別港沖水温・塩素量鉛直断面図

(43年 11月 16日)
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第四図

なお，加するということは注目すべきことであろう。



辛沖及び紋別沖にもみうけられる。

10月23日には沿岸から距岸4浬までの表層には塩素量 18.6%。以上の宗谷暖流系水塊が存

在していたが， 11月16日には 20m以浅は全域塩素量 18.0ル以下の低塩分水塊で占められて

いる。この聞に表層水の交代があったことは明らかである。沿岸水の水温，塩素量の変化(第

7図)によると 11月16日頃塩素量の急降下がみられる。すなわち， 昭和43年は 11月中旬に

宗谷暖流は完全にこの沿岸の表層から姿を消したことは沿岸水の観測からも明らかである。

12月2日(第 13図)

表層附近はほぼ全域が水温4-50C，塩素量 17.8-18.2%。となり，前回の 11月16日に較べ

宗谷暖流をおおっていた塩素量 18.0%。以下の低塩分層は薄くなり 20m層以浅となってい

これは前回 11月16日に較べて 12月2日は暖流域上層の鉛直安定度が小さくなり不安定
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て，

となっていることから，表層低塩分水

の水温の低下によって 50m層以深の

宗谷暖流系水塊との鉛直混合が行なわ

れたためとおもわれる。暖流域の中心

は，さらに沿岸から遠ざかり，距岸 10

浬から 25浬の 50m層以深へ移動して

いる。

以上，主に宗谷暖流に注目して，

昭和 43年の観測結果をみてきた。宗

谷暖流は流水退去直後の4月10日，す

でに距岸 20浬までの中層以深に存在

しており， 7-8月が最盛期で 11月中旬以後には東カラフト海流系水塊の到来によって表層

から完全に姿を消すが， 12月にも沖合の海底附近に存在している。このことから流氷期にも宗

谷暖流は潜流として存続していると考えられる。 これまでみてきた昭和 43年の宗谷暖流の盛

衰，冬期の残存の様子は第 I報で述べた昭和42年の傾向と一致している。
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紋別港沖水温・塩素量鉛直断面図

(43年 12月 2日)
第13図

3) 昭和44年の結果

昭和44年には，すで、に述べたように，従来の紋別北東沖 301里の横断観測の他に，沿岸の

海況を明らかにするため，枝幸沖北東30浬までの観測も行なった。

3月19，20日(第 14，15図)

この観測は，流氷調査に出動した巡視船

“宗谷"の御協力を得て行なったものである。

晩秋以後に宗谷暖流は沿岸から消滅し，

代って低温，低塩分水塊が到来することはす

で、に述べた。 このことは渡辺町によっても指

摘されている。しかし，流氷期の観測がない

宗谷暖流が冬期にどのような状態に

なっているかは不明である。また低温，低塩
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(44年 3月 19日J
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分の水塊をおしのけて再び沿岸に出現

するのはいつ頃であるかについては殆

んど知られていない。筆者の知るかぎ

りでは3月中の沿岸海域の海洋観測は

はじめてである。

当時，流氷の氷縁は校卒沖では距

岸 40浬，紋別沖では距岸30浬で，常

目から網走沖にかけては接岸してい

た。流氷期直後の観測なので枝幸，紋

別沖とも水温は極めて低く，表面水温 第15図

は結氷温度に近い。

校卒沖では，距岸 10浬で 10m， 20浬で 40mと沖合にいくに従って，水温-1.5--1
0

C，

塩素量 18.1%。以上の低温，低塩分水層が厚くなっているが，距岸20浬数浬までの中層以深に

は， 水温0-20C，塩素量 18.6-18.89もの表層よりはるかに高温， 高塩分水塊が沿岸寄りに存

在している。 ー方，紋別沖の宗谷暖流系水は校卒よりやや沖合に中心を有し，距岸 10浬附近

では暖水塊は表層の低温，低塩分水をおしのけて，表層にまで影響をおよぼしている。昭和43

年4月10日の観測でも距岸 10-20浬の 30m以深の海底附近には水温2-4
0

C，塩素量 18.6-

18.8仙の宗谷暖流系水塊がみられた。これを今回の結果と比較すると 1ヵ月のずれはあるが，

流氷期後の宗谷暖流の存在が同じ傾向を示していることがわかる。

同じく巡視船“宗谷"で、行なわれた昭和44年3月16-18日の北海道西岸沖合対馬暖流域

の水温は 2-30Cであり，校卒及び紋別沖にみられる水温 1-20C，塩素量 18.6-18.8仙の水塊

の存在は宗谷海峡から流入した宗谷暖流が沿岸に沿って南東流していることを示している。

このときの沿岸水の塩素量は， すでに述べたように， 前年の 12月下旬よりはるかに大き

く18.2-18.3%。であり暖流域の断面積も水塊交代期の前年の 12月よりはるかに大きい。 すな

わち，宗谷暖流勢力の回復はこの観測時以前にはじまったとおもわれる。

紋別港沖水温・塩素量鉛直断面図

(44年 3月 20日)

5月8日(第 16図)

紋別沖の宗谷暖流系水は，表層で距岸 13浬， 50m層で 20浬まで拡がり 100m以深では中

冷水の下層に 30浬以遠の沖合まで拡

がっている。暖流域の沿岸よりは，陸

水の盛んな流入により，沖合よりやや

低塩分になっている。沿岸水観測(第

7図)にもあらわれている 4月下旬か

ら5月にかけての塩素量の大きな変動

は陸水の影響で、ある。 距岸 18浬以遠

には，50m層を中心として，水温 -1-

。OC， 塩素量 18.2-18.4%0の中冷水が
存在し，中冷水上層は水温3-4

0

C，塩
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紋別港沖水温・塩素量鉛直断面図

(44年5月8日)
第16図
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素量 18.1-18.2%。となって沖合に拡がっている。

5月8日の海況を前年の同月 2日(第4図)と比較してみると，宗谷暖流，中冷水及び表層

水の状況に差が認められるが， 宗谷暖流が表面では沿岸から 101里前後まで拡がり，その沖で

中冷水の下に拡がっている点は全く同様である。 また第 27図にみるように暖流域の占める断

面積の季節変動も昭和 43年と同じ傾向を示していることは興味深いことである。

8月25，26日(第 17，18図)

宗谷暖流は最盛期を過ぎようとしている。枝幸沖における暖流域は表層で距岸 13浬， 100 

m層では 20浬で沖合の中冷水と接している。距岸 18浬以遠の 30m層以浅には水温 10
0
C，塩

素量 18.0ル以下の低塩分水がみられるが， より表層には塩素量17.8ル以下の水塊が存在して
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校卒港沖水温塩素量・鉛直断面図 (44年 8月26日)第17図
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紋別港沖水温・塩素量鉛直断面図 (44年 8月 25日)

紋別沖では，宗谷暖流系水は，すでに低塩分の表層水と中冷水に圧迫され，距岸 15-27浬

の50m層以深では中冷水の下層にもぐり込んでいる。距岸30浬以遠には，水温 120C，塩素量

17.8%。の枝幸沖と同 aの低塩分水塊があらわれている。この低塩分表層水の接近は東カラフ卜

海流の前駆と考えられる。この東カラフト海流水は校卒沖で距岸 18浬，紋別沖では30浬で，

校卒沖への接近が早く，東カラフト海流の南下をおもわせる。

第 18図
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第四図

オホーツグ海沿宗沖の海況変動

校幸港J中水温・塩素量鉛直断面図
(44年 10月 13日)

ESASHI 

OCT.13 '69 

ロ
同
勺

4
Z
{
玄
)

100 

10月13日(第 19，20図)

枝幸沖距岸8浬以遠には塩素量 17.4

~18.0%o のこれまでの観測で最も低塩分

の水塊が流入しており，その厚さは表層

から 50~60m 層に達して暖流を圧迫し

ている。この低塩分水塊は，いわゆる東

カラフト海流系水である。宗谷暖流は大

きく衰退し，距岸5浬以遠では海底附近

に 20~30m の厚さでかろうじて存在し
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紋別港沖水温・塩素量鉛直断面図
(44年 10月 13日)
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紋別沖への低塩分水塊の流入勢力は

校卒ほど大きくはないが，塩素量 17.8~

18.0%。の表層低塩分水の厚さは 50m Vこ

達し，その先端は距岸 10浬に近づいてい

る。暖流域は表層で距岸 2~3 浬， 50m 

以浅で 15浬に減退しており，表層低塩分

水の沿岸への接近，宗谷暖流の衰退の様

子は前年10月23日と全く同じ傾向を示

している。枝幸沖及び紋別沖の暖流域の

断面積を比較すると校卒i中の暖流域断面

積の減少が著しい。これは東カラフト海

流の沿岸への接近が北側の校卒沖で著し

く強まったことを示している。

ている。

NOV.18 '69 
100 
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校三手港沖水温・塩素量鉛直断面図
(44年 11月 18日)
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11月18日(第 21，22図)

枝幸沖: 前回 10月13日の観測で

は消滅直前かとおもわれる程衰退した暖

流域は，今回はその領域が急激に増大

し，距岸10浬以遠の 50m層以浅を占め

る水温 60C 以下，塩素量 17.4~17.6%o の

低塩分表層水(東カラフト海流水)及び

距岸 20浬以遠の中冷水と極めて顕著な

潮境を形成している。この暖流勢力の急

激な回復は， 前年 10 月 23 日~1l月 16 NOV. 18 '69 

MOM BETSU 

100 

日もみられた。

紋別沖: 宗谷暖流は沿岸から姿を

消し，代って距岸5浬附近までは暖流と

東カラフト海流系水塊との混合水域と
紋別港沖水温・塩素量鉛直断面図
(44年 11月 18日)

第22図
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なった。 暖流は 43年のときと同様に距

;岸8浬から 25浬の中層以深に存在して

いる。枝幸沖ほど顕著ではないが，紋別

沖でも暖流勢力は 10月の観測時より大

きくなったことが明らかである。なお，

低塩分水塊は距岸 20浬附近で多少厚さ

を増しており表層に塩素量 17.6ルの水

272 

枝幸港沖水温・塩素量鉛直断面図

(44年 12月 18日)
第23図
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塊があらわれている。

12月18日(第 23，24図)

枝幸i中: 宗谷暖流水塊は再び衰退

し， &2岸5-15浬の下層にかろうじて存

在している。 表層水温は急激に降温し

。ecとなり，結氷の間近いことを示して
いる。塩素量 18.0ル以下の低温，低塩

分水層は，沿岸から沖合に行くに従って

厚くなっており，中冷水はほとんど消滅

100 

した。

紋別沖: 校卒沖と同じく宗谷暖流

は再び表退し距岸 10-20浬の海底間近

にみられるだけである。暖流を圧迫して

いる東カラフト海流系水の勢力は大きくなり，枝幸沖と異なり，沿岸寄りに厚くなっているο

なお，表層の低温，低塩分水の水温は，枝幸沖のOoC/tこ較べて紋沖別では l-lSCとlOC以

上も高温となっている。これは低温な東カラフト海流系水が北から南に向っていることを示し

なお，宗谷暖流の残存の様子は前年 12月とよく一致している。

紋別港沖水温・塩素量鉛直断面図

(44年 12月 18日)
第24図

12月18日の枝幸沖及び紋別沖の観測によって宗谷暖流
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宗谷海峡南部水温・塩素量鉛直断面図

(昭和45年 l月21-23日)
第25図

以上， 10月13日， 11月18日，

は晩秋以後，連続的に衰退していくので

一時的に勢力の回復があること

を知ったが，この 3回の観測だけからは

一時的な回復が，この間に単に一回だけ

起っているか否かは断定できない。

宗谷海峡における観測結果(昭和45

年 1月21-23日)(第25，26図)

従来，冬期にはこの海峡での宗谷暖

流の流勢は極めて微弱となるといわれて

いる。この海峡の水深は 30-70mで，冬

期にはオホーツク海側は， 表層50mは

東カラフト海流水でおおわれ，暖流の流

ているとおもわれる。

はなく，



入は遮断されてしまうので、はなし、かとも考えられて

いる。流氷期の宗谷海峡における暖流水の存在の様

子をみるため，昭和45年 1月21-23日，稚内海上

保安部・巡視船“ほろなL、"に乗船して宗谷海峡南部

海域4点で水温，塩素量の各層観測を行なった。第

1図に測点及びその観測結果を第25，26図に示す。

1月18-19日，オホーツク海沿岸には全域流氷

が接岸定着し，さらに宗谷岬から北西方向へかけて

日本海側へも流出したが， 1月20日，宗谷海峡の流

氷は宗谷岬東3i里まで後退した。第 25，26図に示す

ように，最も日本海寄りの測点 1は表層から海底ま

で，水温2-3
0
C，塩素量 18.6-18.75%。で全層暖流

系水塊である。一方，海峡中央部の測点2及び測点

4は表層0-20mは低温，低塩分の東カラフト海流

系水塊でおおわれているが， 30m以深から海底まで

水温3-4
0C，塩素量 18.6-18.75仙の暖流系水塊が

存在している。 また， 測点3の50m以深にも暖流

系水塊が認められる。

第 25図からわかるように， 当時宗谷海峡の表面近くでは北の方から低塩分の東カラフト

海流系の水が測点2までおしよせていた。これに対して，対馬暖流はこの低塩分水に圧迫され

ながら測点 1，2および測点4の海底近くをとおってオホーツク海に流入している様子がはっき

りとうかがわれる。すなわち，流氷期の 1月下旬

にもオホーツク海への暖流の流入があることは確

かであり，流氷期にも潜流として，北海道オホー

ツク海沿岸に沿って南東流しているといえよう。
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宗谷暗流勢力の季節変動

日本海を北上する対馬暖流の塩素量は 18.9ル

内外であることはよく知られている。対馬暖流は

宗谷海峡を通過してオホーツク海に流入し，宗谷

暖流として北海道の沿岸に沿って南東流するに

従って，沖合の低塩分水及び沿岸水と混合するた

め塩素量は低下し 18.6-18.8%となる。そこで，

昭和43，44年の紋別沖，及び45年の枝幸沖の水

温，塩素量の鉛面図において塩素量18.6%。以上の

海域を宗谷暖流域として，紋別，校卒の北東方向

の面における暖流域の断面積の季節変動を求める

と第27図となる。 2年間にわたる観測で知られる

4) 

MONTH 

第27図

12 

紋別及び枝幸北東沖合宗谷

暖流域断面積の季節変動

10 11 9 8 7 6 5 4 3 

4 

3 

o 

2 
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ように，年によって東カラフト海流のこの海域への接近の時期，勢力及び中冷水の盛衰等は，

この 2年間でも大きな相違があるが，暖流域の断面積の年による違いが認められないのは注目

すべきことである。

図から明らかなように，暖流の断面積は 8月上旬に最大になり，以後急激に減少し， 11月

に一時的に増大したのち再び減少する。杉浦6)によると，宗谷岬から知床山中に至る宗谷暖流の

流速は 1ノット以上で， GEKで測られたその最大値は春期 (4，5月)1.7ノット，夏期 (8，9月)

2.9ノット，秋期 (10，11月)1.8ノットで，夏期に最も大きい。これまでに気象庁，海上保安庁

で、行なわれた GEKによる流速の測定値を第 28図に黒丸で示す。図にはそれらの測定結果に基

づいて平均流速の季節変動を破線で示した。

GEKで求めた表層の平均流速は暖流の平均

流速そのものに等しくはないが，比例すると

みなすことができょう。すなわち，暖流の平

均流速は，杉浦が述べたようにs 夏に最大

となると考えても大きな誤りではないであろ

う。暖流の断面積も第 27図で示したように，

夏に最も大きい。それゆえ，暖流の流量，す

なわち，勢力は夏にきわだって大きく，それ

に較べると他の時期には極めて小さいことが

わかる。

宗谷海峡からの暖流の流入量，特Iこその

3 ~ Knot 

2 

/ . ......... . 

. 
， ，、..、、、、

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

第28図 宗谷暖流速の季節変動

ーーーは GEKによる最大流速(杉浦による)
・は紋別沖暖流域の GEKによる実測流速
ー は表層流速の季節変動の推定曲線

季節変動を算出した例は極めて少ない。秦7)は北海道西岸の北緯 43
0

N線上における暖流の北

上流量は 3-5月に極小， 10月に極大となると述べている。 また，宮崎8)は江差沖の対馬暖流

の北上流量を求め，その水がすべてそのまま宗谷海峡を通過してオホーツク海に流入するとみ

なして， その値を宗谷暖流の流量とした。 宮崎によると流量の最大値は 9-10月で 14x1016 

cm3jday，最小値は3-5月で3X 1016 cm3jdayである。

北海道の西岸に沿って北上する対馬暖流の大部分の水は，宗谷海峡を通ってオホーツク海

に流入し，その大部分は北海道オホーツク海沿岸を南東流すると考えられている。それゆえ，

先に述べた2人の研究によると，宗谷暖流の流量は 9-10月に最も多いことになり，すでに述

べた著者の結果と矛盾する。もし， 9， 10月に宗谷暖流の流量が最大になるとすれば，そのと

きの暖流域断面積は夏のそれの半分以下であるから(第27図)，宗谷暖流の流速は盛夏の流速

の2倍以上になる筈であるが，現在までそのような事実はあまり知られていない。

次に暖流域断面積の季節変化に 10月から 12月にかけて 1つの極大値がみられる。暖水塊

は周囲の低塩分水とたえず混合しながら流れるので，暖流域の算出にはある程度の誤差を伴う

ことを考慮しでも， 43年 10月 13日及び 11月 18日の枝幸沖の両観測結果(第 19，21図)を比

較すると，後者の暖流域断面積は前者のそれより大きい，すなわち 10月13日から 11月18

日の聞に暖流域断面積が増大していることは確かである。 このことから 11月以後， 暖流勢力

は連続的に衰退していくのではなく，一時的な勢力の回復があるようにおもわれる。
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5) 沿岸水の塩素量の季節変動

第29図 (1)，(II)， (III)は稚内気象台，校卒，紋別各測所測定による各港の沿岸水の水温，

比重 (σ15)の昭和42，43， 44年 3年聞の 10-12月の変化を示したものである。ただし同図では

発表された比重の値からクヌーツセンの表を用いて塩素量を求めて図示しである。なお，塩素ー

量には降水量の影響が極めて大きいので 3地点のほぼ中心にある校卒の降水量も同時に記し

である。

昭和42年・ この年には秋季の典型的な塩素量の急落現象がみられる。 10月14日頃まで

は3地点とも水温，塩素量の変動の振幅は小さく，各地の塩素量の聞にも大差はないが， 10月

14日以後， 11月5日にかけて， 塩素量の変動が激しくなりはじめ 3地点聞の値も違いが大

きくなりはじめている。 なお， 10月14日から 11月5日にかけては， 年中暖流域にあるとい

われる稚内港より校幸港の塩素量が大きくなっていることが注目される。紋別では 11月5日，

枝幸では 11月10日から塩素量が急激に降下しているが，逆に稚内での水温，塩素量はほとん

ど変化Lていない。枝幸，紋別では塩素量の急降日以後，塩素量の一時的な増加が数回起って

いるが，全体としては塩素量は低下したまま流氷期に至っている。これに反し，稚内では多少

の増減はあるが塩素量はほぼ一定値を保っている。

昭和43年: 枝幸の塩素量が稚内のそれより明らかに大きい期間は 10月14日頃までで

ある。また，塩素量の急降下も前年程顕著ではなく，その日を決めることは困難なぐらいであ

る。しかし， 11月20日以後には前年と同様に塩素量の周期的変動が極めて顕著である。 たと

えば，枝幸では 11月20日， 12月5日， 25日，紋別では 11月25日， 12月12日， 29日に塩素

量の急激な増加がみられる。また，各地点聞の塩素量の周期的変動には時間的なずれがあり，

かつ，対応、があるようにおもわれる。

昭和 44年 10月上旬以後 11月20日まで校卒の塩素量は稚内の値を上回っているが，

それ以後稚内の塩素量は，わずかに上昇し，逆に枝幸では減少して稚内の値よりも小さくなっ

ている。この年にも塩素量の一時的回復がみられるが前2年程顕著ではない。

以上3年間の 3地点における 10月-12月の沿岸水の水温， 塩素量の変化をみてきたが，

各年共通な現象として， 1) 9月下旬-10月上旬まで3地点の塩素量はほぼ等しく，かつ，変動

の起伏は小さいが， 10月中旬以後， 3地点聞の塩素量のばらつきが大きくなる。 2)10月下旬

以後に，先ず紋別に，数日後に校卒で塩素量の急降下が起るが稚内ではほとんど変化しない。

3)塩素量の急降下以後に塩素量の急激な一時的回復が起っている。 4)10月上旬以後，塩素量

の急降下が起るまでの聞は，校卒の塩素量は稚内より大きい。

沿岸水の塩素量の降下は，低温，低塩分の東カラフト海流系水の接岸を意味しているのは

いうまでもないが，南の紋別でまずおこり，つづいてそれより北にある校卒で、おこるのは注目

すべきでるる。

枝幸，紋別の塩素量の急落一東カラフト海流の接岸一以後にみられる塩素量の一時的回復

は，何らかの原因で再び高塩分水塊がこの沿岸表層にあらわれていることを示している。

さきに示したように，東カラフト海流系水による沿岸水の交代期以後にも宗谷暖流は沖合

の中層以深に潜流として存在している。この期間の風向，風速の変化と塩素量の変動に対応は
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第29図 (III) 稚内，枝幸，紋別港における沿岸水の水温・
塩素量(昭和例年 10-12月)

認められないので，沖合海底附近の暖水塊が風によって湧昇し接岸したとは考えられない。む

しろ，水塊交代期以後にも暖流系水が断続的に流入しているとおもわれる。

海上保安庁・北海道沿岸水路誌によると，宗谷海峡附近の潮流は，日週潮流が半日週潮流

に較べて非常に強く， 大泊(カラフト南岸)の高潮のころから低潮のころまでは北西， または

北北西へ流れ，低潮のころから高潮のころまでは，その反対の方向へ流れており，その流速は

日週潮流だけでも 3ノット以上となる。従って，月の赤緯の大きい大潮期には，半日週潮流が

加わって流速はさらに大きくなる。

3年間の沿岸水の 11月中旬以後にみられる塩素量の急上昇が，大泊における潮差の最も著

しい時期とよく一致している。すなわち，月の赤緯および月齢に極めてよく対応していること

がわかる。従って，潮汐に起因している可能性が強い。

10月下旬の塩素量の急降下後の，塩素量の一時的回復の顕著な昭和 43年の例で，枝幸，

紋別の塩素量の顕著な立上りに目をつけると， 校卒， 紋別聞に 5-6日間の差があるようにみ

える。オホーツク海へ流入した暖流が枝幸沖を通過して， 5-6日後に紋別沖に到達したとみな

して，暖流の流速を求めると，ほぼ， 0.5ノットという値を得る。

IV. 結 語

昭和43年4月から 12月までは，北海道オホーツク海沿岸の紋別港から北東 30浬， 44年

3月から 12月までは， 紋別港及び枝幸港北東 30浬乃至40浬の横断海洋観測を行なった。 ま

た 45年 1月下旬には， 宗谷海峡南部海域で海洋観測を実施した。 これらの海洋観測結果及
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び沿岸水の水温，塩素量の観測結果から，宗谷暖流の断面積の季節変動を知ることができ，ま

た，その消長について，次のようなことがわかった。

1) 表面近くにおける宗谷暖流系水は，紋別沖では昭和 43年は 11月16日頃， 44年は 11

月25日頃消滅してしまい，季期聞は宗谷暖流は消滅してしまうようにみえる。 しかし，流氷

到来直前，流氷期，流氷退去直後の枝幸，紋別沖の横断海洋観測及び宗谷海峡南部の観測から

宗谷暖流は冬期間も潜流として存在し続けている。これは第 I報で、述べた昭和 41，42年の結果

と一致している。

2) 宗谷暖流の勢力は 3月中旬にはすでに 12月より強くなっており 8月にその勢力

は最大となる。その後冬期に向って衰退していき， 12月-1月にその勢力は最小となるようで

ある。

3) 10月下旬以後， 宗谷暖流は衰退していくが， 連続的に減衰するのではなく， 一時的

回復が認められる。

4) 紋別沖の宗谷暖流系水と沖合中冷水及び東カラフト海流系水との潮境は，年によって

大きく変化しているが，暖流域断面積の季節変動は毎年よく一致している。

5) 10月下旬以後に，枝幸及び紋別沿岸における沿岸水塩素量の急落がおこるが，紋別の

急落日が毎年早い。

6) 晩秋以後，宗谷暖流の定常的潜流のほかに，潮流による日本海側の暖流系水塊の断続

的流入の可能性がある。

おわりに，観測に御協力いただいた第一管区海上保安本部・紋別海上保安部，巡視船“そ

らちぺ網走海上保安署・巡視船“てんりゅう稚内海上保安部・巡視船“ほろなし♂及び東

京大学海洋研究所“淡育大円の各船長及び乗組員の皆様に厚くお礼申し上げます。

この研究に際して，終始御指導と御協力をいただいた田畑Ja司教授をはじめ，海洋部門の
小里子延雄・藤野和夫両助教授，困難な海洋観測に御協力いただいた大井正行技官，石川正雄・

福士博樹両技術員，大学院の若土正暁君ならびに塩分検定，資料整理に御協力いただいた池田

千江子嬢に深く感謝致します。

なお，東大理学部・永田豊博士，海上保安庁水路部・倉品昭二氏の有益な御意見と御指導

をいただきました。ここにあわせてお礼申し上げます。
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Summary 

To study the variation of oceanographic conditions to the north-east 0任 Hokkaido，

both oceanographic observations along the north-east lines 0妊 Mombetsuharbour and 

Esashi harbour located in the Okhotsk sea coast of Hokkaido and daily observations 

of temperature and chlorinity of shore water in Mombetsu harbour during a period 

from April 1968 to December 1969 were carried out. The oceanographic observation 

was limited to a distance of 30 to 40 nautical miles from the coast. 

The results of the observation are shown in Figs. 3-26. In warmer seasons， the 

Sδya warm current runs south-eastward along the Okhotsk coast of Hokkaido. The 

chlorinity of the surface water of the southern Okhotsk sea is less than 18.0%0 and that 

of the Sδya warm current is more than 18.6%0・ Thusthe existance of the Sδya warm 

current is easily recognized by chlorinity checks. 

The seasonal variation of the area of the cross section of th巴 Sδyawarm current 

were obtained. It was found that this warm current appeared in spring， immediately 

after the sea ice season in this region， and became strong in summer， from July to 

Augst， and weakened from autumn to winter. 

On the surface， the Sδya warm current disappeared in the middl巴 ofNovember. 

However， a high salinity of 18.6%0 in the chlorine water mass was observed at the 

bottom of the sea 5 to 20 nautical miles 0妊 thecoast in this region both in the middle 

of December and in March or April the following year. Such high salinity was also 

observed at the bottom of the sea in the Sδya strait in the sea ice season. 

Although the oceanographic observation was not carried out in winter in the 

Okhotsk sea， the existence of this high saline water mass in March may suggest that 

the Sδya warm current may exist in winter as an under current. 


